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川崎市（臨海部国際戦略本部）  

 
南渡田地区における産業拠点形成に向け、ユニバーサル マテリアルズ  

インキュベーター株式会社と川崎市との連携協定を締結しました 
 

 ユニバーサル マテリアルズ インキュベーター株式会社（本社︓東京都中央区、以下「UMI」とします。）と川崎市は、
南渡田地区における産業拠点形成にあたり緊密に連携・協力することで、拠点の持続的発展につながるインキュベー
ション機能を構築及び促進し、南渡田地区拠点整備基本計画に位置付けた「マテリアルから世界を変える産業拠点」
を実現するため、本日、相互の協力に関する協定を締結しました。 
 本協定により、南渡田地区における国際競争力の高い産業拠点の形成を目指し取り組んでまいります。 
 
１ 名称  ユニバーサル マテリアルズ インキュベーター株式会社と川崎市とのマテリアルインキュベーションの促進に 

関する連携協定書 
２ 本協定による主な協力内容 
（１）事業創出及び企業育成に関すること 
（２）産業拠点形成の推進方策等に関すること 
（３）企業誘致に関すること 
 
 
 
 
 
 
 
 
【川崎市の意義】 
〇令和４（2022）年８月に南渡田地区拠点整備基本計画を策定し、社会課題の解決及び国際競争力の強

化を実現する「マテリアル（素材）から世界を変える産業拠点」の形成を目指しています。 
〇次世代の川崎臨海部を牽引する産業拠点としての価値を高めていくためには、研究開発機能の整備のみならず、

イノベーションを次々と創出するような企業の育成・連携システム（エコシステム）の構築が不可欠であり、その中核
となるインキュベーター（起業や事業創出を支援する組織）と連携した取組の推進が求められています。 

〇UMI は世界的にも稀有な素材産業に特化したインキュベーターであり、エコシステム構築に向けた様々な知見や素
材企業の育成実績を有していることから、マテリアル拠点の実現に向け連携効果を期待しています。 

 
【ユニバーサル マテリアルズ インキュベーター株式会社（UMI）の意義】 
〇UMI は、「優れた素材・化学企業の育成を通して、日本の技術力を強化し、世界に通用する産業構造を醸成す

る」というビジョンの下、日本の素材・化学分野における優れた潜在能力と現在までの経験を生かし、同分野に特化
した投資活動やマテリアルスタートアップの育成を行っています。 

〇南渡田地区は、素材・化学分野での事業展開の自由度と、都心ならびに海外諸国への近接性を併せ持つポテン
シャルの高い立地であり、マテリアルスタートアップの事業拡大（スケールアップ）とグローバル進出に適した拠点で
す。このため、川崎市とともに、これまでにないマテリアルのエコシステムの構築を進め、素材・化学産業のグローバルで
の競争力強化につなげていきたいと考えています。 

 
こうしたことから、両者が連携して南渡田地区の持続的発展につながる取組を推進してまいります。 

 
 
 
 

【本件に関する問合せ先】 
川崎市臨海部国際戦略本部戦略拠点推進室 下田 
電 話︓０４４－２００－３５９４ 
メール︓59senryaku@city.kawasaki.jp 

ユニバーサル マテリアルズ インキュベーター株式会社 石原、林田 
電 話︓０３－５１４８－５２４１ 
メール︓info@umi.co.jp 

南渡田地区先行地区（北地区北側）のイメージ 



 参考︓南渡田地区の概要  

１ 経緯 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 現在の取組 

 
 

【全体配置図】 
 
 
 
 
 
 

【建物計画案】 
 
 
 
 

 
３ 今後の取組 

     都市計画等の各種手続きや開発工事、施設建築工事等を進め、R9（2027）年度の北地区北側
のまちびらきを目指します。 

 研究棟 A 研究棟 B(コミニュティ棟含む) 研究棟 C 寄宿舎棟 商業棟 

主要用途 研究所 研究所、店舗 研究所 寄宿舎 店舗 

延べ面積 約 13,190 ㎡ 約 60,360 ㎡ 約 21,970 ㎡ 約 3,990 ㎡ 約 7,600 ㎡ 

建物高さ 約 33 m 約 57 m 約 51 m 約 24 m 約 10 m 

  都市計画手続き着手（素案説明会の開催） 
  開発許可に向けた開発設計・管理者協議の推進  
  建物の配棟や規模等の建築計画の検討 

令和 2(2020)年 3 月 JFE スチール(株)が京浜地区(扇島)の高炉休止を発表 

令和 4(2022)年 8 月 「南渡田地区拠点整備基本計画（以下「基本計画）」を策定 

(基本計画の概要) 
① 目指す方向性 

︓「マテリアルから世界を変える産業拠点」の形成 

② 段階的な整備 

︓北地区北側約 5.6ha を先行整備 

③ 北地区北側(Ⅰ期)の土地利用方針 

︓研究開発機能や産業支援機能等を中心に誘導 

存置施設 
東西道路 

南北道路 

研究棟 
A 

研究棟 C 研究棟 B 

(コミュニティ棟) 寄宿舎棟 

商業棟 

研究棟 A 

研究棟 C 研究棟 B 

寄宿舎棟 

商業棟 

(コミニュティ棟) 

令和 5(2023)年 3 月 JFE が北地区北側の事業者 
（ヒューリック㈱）を選定 

令和 6(2024)年 3 月 都市計画素案説明会の開催 

令和 6(2024)年 4 月 北地区北側(Ⅰ期地区)事業 
着手（既存建築物の解体） 

南渡田地区(約 52ha) 

川崎駅 羽田空港 

約 5km 約 3km 

南地区(約 43ha) 

操車場地区(約 3ha) 

北側 
南側 

浜川崎駅 

北地区(約 9ha) 


